




 

I 先天性心疾患児の正確な把握は乳児検診のみでは不十分であり,小中学校に

おける検診,特に循環器検診が非常に重要な役割をもっている。此の点に注目し,

各種先天性疾患の頻度を明らかにしようとした。調査地域としては高槻市,枚方

市をえらんだ。両市は規模において類似し,此の種の調査をすべく十分な人口を

もつものと考えられた。また両地域は淀川をはさんで相対しており,ともに大阪

の衛生都市であるが,枚方地域は旧東海道に面し,古くから定住する者が少なく

ないのに対し,高槻市の住民には最近各地より移り住んだ者が少なからぬ部分

をしめている。 


